
 

国際文化観光都市 70周年記念

松江城シンポジウム 

2021年 

7 月11 日 [ 日 ]  13:30 ～ 16:30 

島根県民会館 中ホール（島根県松江市殿町 158） 
～講演～ 
Ⅰ「日本建築史における天守の位置付け」  藤井恵介氏（東京大学名誉教授） 

   Ⅱ「松江城天守 国宝へのみち」       上野勝久氏（東京藝術大学大学院教授） 
   Ⅲ「世界文化遺産の現状」                  西 和彦氏（東京文化財研究所 国際情報研究室長） 

 

～パネルディスカッション～ 
「ふるさとの宝を世界の宝へ～松江城を守り伝え、まちづくりに生かす～」 

コーディネーター：清水真一氏（徳島文理大学教授） 
パネラー    ：藤岡大拙氏（松江城を守る会会長）、上定昭仁（松江市長） 

 

主催：松江市、共催：松江城を守る会 
 

 



― プログラム ― 

13:30～ 主催者挨拶 上定昭仁 松江市長            

13:40～ 講演①「日本建築史における天守の位置付け」      

      藤井恵介氏 東京大学名誉教授 

14:10～ 講演②「松江城天守 国宝へのみち」          

      上野勝久氏 東京藝術大学大学院教授 

14:40～ 講演③「世界文化遺産の現状」             

      西 和彦氏 東京文化財研究所 国際情報研究室長 

15:10～ 休憩 

15:20～ パネルディスカッション 

「ふるさとの宝を世界の宝へ～松江城を守り伝え、まちづくりに生かす～」 

      コーディネーター：清水真一氏 徳島文理大学教授 

      パネラー：藤岡大拙氏 松江城を守る会会長、上定昭仁 松江市長 

16:30  閉会 

 

登壇者のプロフィール 

講演                             

藤井恵介（ふじい けいすけ）                  

東京大学名誉教授、東京藝術大学客員教授、文化審議会委員 

1953 年、島根県生まれ。東京大学工学部建築学科卒業。 

専門／日本建築史。 

経歴等／東京大学大学院工学系研究科教授などを経て現職。 

 

上野勝久（うえの かつひさ）                  

東京藝術大学大学院教授 

1961 年、栃木県生まれ。横浜国立大学大学院工学研究科修士課程修了。 

専門／日本建築史、文化財保存。 

経歴等／横浜国立大学工学部助手、文化庁主任文化財調査官などを経て現職。 



西 和彦（にし かずひこ）                   
東京文化財研究所 文化遺産国際協力センター 国際情報研究室長 
1968 年、東京都生まれ。 

専門／建築史。文化財保存。国際協力。 

経歴等／文化庁文化財調査官などを経て現職。 

 

コーディネーター                             

清水真一（しみず しんいち）                  
徳島文理大学文学部教授 
1951 年、長野県生まれ。東京都立大学大学院工学研究科修士課程修了。 

専門／日本建築史、文化財学。 

経歴等／文化庁主任文化財調査官、奈良文化財研究所建造物室長、東京藝術大学大学院教授、

東京文化財研究所文化遺産国際協力センター長などを経て現職。松江城調査研究員会委員長。 

 

パネラー                             

藤岡大拙（ふじおか だいせつ）                  
松江城を守る会会長 
1932 年、島根県生まれ。京都大学大学院文学研究科修士課程修了。 

専門／日本中世史。 

経歴等／島根女子短期大学（現島根県立大学）学長を経て、名誉教授。現在、荒神谷博物館館

長なども務める。松江歴史館名誉館長、元松江城調査研究委員会委員。 

 

上定昭仁（うえさだ あきひと）                  
松江市長 
1972 年、島根県生まれ。九州大学法学部卒業。 

経歴等／日本政策投資銀行 松江事務所長、米国現地法人 CEO（最高経営責任者）などを経

て、令和 3 年 4 月松江市長に就任。 
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国際文化観光都市 70周年記念 松江城シンポジウム 

（令和 3年 7月 11日（日）＠県民会館中ホール） 

「国宝松江城天守 そして世界遺産へ ～ふるさとの宝を守り、まちづくりに生かす～」 

 

「日本建築史における天守の位置付け」 

            講師：藤井恵介氏（東京藝術大学客員教授、東京大学名誉教授） 

………………………………………………………………………………………………………… 
Ⅰ．日本における城郭の誕生  
 ・信長以前…………………………中世山城、全国各地に分布している。 

土塁で囲み、石垣は不完全、施設は仮設的、 
 ・信長の安土城……………………初めての天守、天主、石垣で造成！ 
                山の下から上まで段々に造成、家臣の屋敷を造った、 
                天守+家臣団の住宅、 
 ・異様な復元案、二つ……………特異な装飾性、絵師狩野永徳。 
 
Ⅱ．城郭建築の展開 
 ・秀吉による大阪城………………1583 から建設開始。豊臣秀吉による。 
・全国的な城郭建築の展開………各地の大名が競って大規模な城郭を建設、 

                犬山城天守（1620頃）、松本城天守（1597頃）、 
彦根城天守（1606頃）、姫路城天守（1609頃）、 

                松江城天守（1611完成）は代表的なもの。 
 
Ⅲ．城郭建築の特質、造形の特質 
 ・信長以前の重層建築……………重層の塔・金閣・銀閣、 
 ・中世を代表する建築たち………禅宗建築、京鎌倉の五山、天台・真言宗の中世本堂他、 
・塔状の高層建築の持つ意味……上から見る、周りから見上げる、遠くから見える、 
               （比較、東大寺七重塔、法勝寺七重塔、相国寺七重塔） 
・屋根の重なり方…………………破風屋根の作り方、外から見ると、 

層状に屋根を重ねているように見える。 
構造体と外側が別に作られている。 

・内部は住宅か？…………………安土城では、信長は内部に住んだ。 
秀吉の大阪城以後、大名は内部には住まない。 
内部はあまり仕上げない。 
御殿は、足元の平地に作った。 

・非常に恣意的な建築である……徹底的な外観重視！ 
               戦闘装置でありながら、実際に戦争があったのは、大

坂城くらいか？ 
               安土城から、異常なほどの装飾性を持つ！  

支配力を表現する強い顕示欲を示している。 
Ⅳ．その後の建築群 
 ・城郭建築の終了…………………1615 年 6月、大坂夏の陣（4-5月）後に出された 

「一国一城令」で新規建設の打ち止め。 
                特に、西国外様大名の制圧を狙ったもの。  
 ・寺院建築の展開…………………江戸時代初期の長谷寺本堂、粉河寺本堂など、 
                大規模な寺院本堂では、内部の複雑な平面を、 

屋根の複雑な構成で表現するようになる。 
                城郭建築で開発された屋根の自由な構成を、 

寺院建築に応用したものと見なせる。 
                中世のシンプルな構成からの発展の一つ。 
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国際文化観光都市 70周年記念 松江城シンポジウム 
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令和 3 年 7 月 11 日 

 

 国宝松江城天守  記念シンポジウム 

松江城天守 国宝へのみち 
１．文化財保護法の制定と国宝指定 

２．近年における建造物の国宝指定について  

３．従前の国宝天守 

４．松江城天守の主な建築史研究とその成果  

５．国宝の天守へ  

東京藝術大学大学院 教授 

上 野 勝 久 
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松江城天守 国宝へのみち 
 

1．文化財保護法の制定と国宝指定  

1-1 法制度整備における新国宝誕生の背景  

第二次世界大戦後、GHQ の管轄下で、日本は民主国家、平和国家の建設へ向けて、新憲法の

制定をはじめとして、従来の国内の法体系の見直しや制度改正等が行われた。その一環として

「国宝保存法」、「史蹟名勝天然紀念物保存法」、「重要美術品等ノ保存ニ関スル法律」によ

る指定文化財等についても吟味整理することが求められた。 

当時、国宝保存法による指定物件の数は、全体で 7,000 件程（建造物は 1550 件程）を越え、

戦時下の保存修理中断や被弾等で破損、損傷著しい指定建造物等の緊急修理が望まれていた。

しかし、当時の国家財政の逼迫した状況下では十分な対応は困難であった。そこで、緊急性の

高い物件について優先的に応急的修理事業を実施する必要性から、「国宝建造物緊急修理五ヵ

年計画」が立案されたものの、十分な予算が確保できない状態が続いた。 

一方、指定等の見直し（件数や質の吟味）もあり、緊急修理の必要性からも優先的に保存す

べきものを「国宝」、それ以外を「重要文化財」とする二段階の案が浮かび上がった。国宝に

ついては、国家が保存に責任を持つ意味を込めて現行の枠組みが考案され、振り分けの実務は

文化財保護審議会（現在の文化審議会）の審議を経て決定されることになった。 

 

1-2 文化財保護法（昭和 25 年 5 月 30 日法律第 214 号）による国宝指定 

現行の文化財保護法における国宝関係の条文は、次の通りである。 

第 27 条第 2 項 文部科学大臣は、重要文化財のうち世界文化遺産の見地から価値の高い

もので、たぐいない国民の宝たるものを国宝に指定することができる 

 第 28 条 前条の規定による指定は、その旨を官報で告示するとともに、当該国宝または

重要文化財の所有者に対して通知する 

 第 37 条～第 40 条（国宝の修理に関する命令又は勧告を行い、所有者に修理する能力がな

いと認める場合、所有者に代わって文化財保護委員会（現在は文化庁長官）が国宝の修

理等を施工する等細かく規定している） 

第 153 条 文部大臣（同上）は、次に掲げる事項については、あらかじめ、文化財保護審

議会（現在は文化審議会）に諮問しなければならない 

一 国宝または重要文化財の指定及びその指定の解除 

国宝の指定基準（昭和 26 年 5 月 26 日文化財保護委員会告示第二号）は次の通りである。 

重要文化財のうちきわめて優秀で、かつ文化的意義の特に深いもの 

 

1-3 国宝指定の方向性 

文化財保護法の成立に伴い、国宝保存法によるすべての国宝指定について、見直し（新国宝

指定）の作業が昭和 30 年代前半まで継続的に行なわれた。建造物の場合、主要な評価点は希

少価値（建物の古さや特殊性）、建築様式や種類の典型性、美的価値（意匠や構造）となり、

日本建築の歴史の骨組みを定める重要な遺構が中心とされた。 

城郭建築については、姫路城大天守（慶長 13 年 1608）が昭和 26 年に、松本城天守（元和

元年頃 1615）、犬山城天守（慶長 6 年 1601）、彦根城天守（慶長 4 年～元和 8 年 1599～162

2）が昭和 27 年に、それぞれ国宝に指定された。 

 昭和 42 年 6 月に法隆寺綱封蔵が国宝に指定されて以降、しばらくは建造物の国宝指定が停

滞した。再開は平成 9 年 5 月の正倉院正倉、同年 12 月の瑞龍寺仏殿・法堂・山門で、その契

機は近世社寺建築総合調査の完了に伴う学術成果であった。現在、近世建築を中心に、学術研

究や保存修理による新たな知見など、特段の成果に基づいて国宝指定が進められている。 
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２．近年における建造物の国宝指定について  

2-1 東大寺二月堂  １棟 ＜平成 17 年（2005）12 月 27 日国宝指定＞  
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こととされたが、これは修二会を遂行する上で必要不可欠と認識されていたからである。つま

り単なる近世復興建築でなく、古代・中世の平面や空間の特質を継承した特異な建築と位置づ

けられる。こうした点は、建築史だけでなく、近年の芸能史の研究の成果に拠っている。  
 このように、東大寺二月堂は、近世の建築技術を駆使し高い完成度をもちながら、古代から

連綿と続いている修二会を支えている類いまれな近世寺院建築といえる。  

   

東大寺二月堂 

2-2 鑁阿寺本堂 １棟 ＜平成 25 年（2013）8 月 7 日国宝指定＞ 

鑁阿寺は、足利市の中心市街にある、真言宗寺院である。境内は足利氏の居館跡と伝え、周

囲に土塁と濠がめぐっている。  
鑁阿寺本堂は、大日如来を本尊とし、境内中央に南面している。桁行五間、梁間五間のほぼ
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（1432）の修理により、柱と小屋組を強化して本瓦葺に改められた。その後、室町時代末期
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形式だが、内外の組物は、禅宗様の詰組とする。平成 21・22 年度に行われた屋根修理に併せ
て、炭素 14 を用いた最新の科学的年代判定を行った結果、定説を裏付けることができた。 

鑁阿寺本堂は、東日本を代表する中世の密教本堂で、当時最新の禅宗様をいち早く導入した

建物である。わが国の宗教建築の構造と装飾の発展に寄与した禅宗様の、受容と定着の様相を

示す遺構として極めて高い価値が認められる。また、様式の摂取には要素の選択が認められ、

我が国における外来新技術の受容のあり方を示しており、文化史的に深い意義を有している。  

   
鑁阿寺本堂 
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３．従前の国宝天守 

3-1 姫路城大天守（兵庫県姫路市）  

姫路城は、播州平野に並ぶ小丘をたくみに利用して構築された平山城である。姫路藩主の池

田輝政によって、慶長 6 年（1601）から工事が開始され、同 14 年にいたって完成した。  
天守の一郭は、5 重 6 階地下 1 階の大天守と西、乾、東の小天守とを渡櫓で囲いつなぐ、い

わゆる連立天守である。これらの天守群はすべて壁を白堊の塗籠とし、屋根に千鳥破風や唐破

風を設けている。また構造的にも新しい創意が見られ、中心の二つの大柱は地下から 6 階床下
まで通すが、周囲の柱は地階・1 階、1・2 階、5・6 階の間で通し柱とし、上部と下部を別々
に一体化して大柱で上下をつなぐ構造を示している。  
天守のほかに本丸、二の丸、三の丸、西の丸に分かれており、広い地域に櫓、渡櫓、櫓門、

土塀などを配置している。土地の起伏に伴って展開する建築群の変化は、これまでの建築には

なかった新しい構成美といえよう。  
意匠的にも極めて優れ、城郭建築最盛期の代表的な遺構である。平成 5 年（1993）、法隆

寺とともに我が国初の文化遺産として世界遺産に登録された。  

  

 大天守と小天守 

3-2 犬山城天守（愛知県犬山市）  

犬山城天守は、下の 2 重 2 階が慶長 6 年（1601）、元和 6 年（1620）頃に 3・4 階を増
築、さらにその十数年後に唐破風の付加などが行われて、ほぼ今のような姿となった。  

3 重 4 階、地下 2 階付きで、最上階が著しく小さいのは、このような造営の経過を辿っ
た結果である。従来、室町時代創建とされ、天守の古い形態の典型と考えられてきたが、

変遷過程が明らかとなったので、大きな入母屋造の上に望楼をのせた外観は、当初からの

意図ではなかったことになる。  

  

 全景                       正面外観 
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3-3 松本城天守（長野県松本市）  

松本城は平城形式で、天守は文禄 3 年（1594）着工、慶長 2 年（1597）頃の竣工とされ
ている。5 重 6 階の大天守の北に小天守を連結し、東南に二重櫓と月見櫓とが付属する。  
この天守には、古い形式とともに新しい手法が未完成ながら現われ始めている。大天守

の屋根の数と内部の階数とが一致しない点、外回りを下見板張りとした点、屋根勾配が各

重および梁行、桁行で異なっている点、石垣の傾斜が緩く直線に近い点などは古い表現で

ある。一方、軒長さの逓減率が少ないこと、入母屋の大屋根をとらず寄棟の上に千鳥破風

を設ける形式にしていること、また下階から上階まで柱の位置が通り、2 階ずつ通し柱を
用いていることなど、後期天守の手法が現われている。内部には住宅的要素がない。  
石落しが四隅のほか中央にも設けられ、窓が少なく、矢狭間が並んでいる点など、防備

施設としての天守が、慶長初期にはすでに極めて発達していたことを物語っている。  

  

 外観                      内部 

3-4 彦根城天守（滋賀県彦根市）  

彦根城は平山城の形式で、広大な本丸には天守、附櫓、多聞櫓、太鼓門及び続櫓、天秤櫓が

聳え、西の丸には三重櫓及び続櫓、二の丸には佐和口多聞櫓がある。  
天守は 3 重 3 階で、石垣を高く築き、破風や花頭窓を多く用いるなど、装飾に技巧を凝ら

した外観に特徴がある。部材に慶長 11 年(1606)の墨書があり、史料にある完成年と一致して
いる。後世の改造がほとんどなく、当初の形態をよく伝えている。  
解体修理の結果、転用されていた古材、部材に付けられた番付から、前身建物は 4 重 5 階

の天守で、二重の櫓の上に望楼をあげた形式であったことが判明した。大津城天守を切り縮め

て移されたという伝承があり、この信頼性を高めているが、詳細はわからない。ただし、建物

を転用することは昔からあり、特にこの時代の築城は工事期間や用材の調達が勝負であった。  

  

 外観                       内部 
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４．松江城天守の主な建築史研究とその成果 

4-1 藤岡通夫 『天守閣建築の研究』（昭和 24 年 1 月 学位論文ほか） 

戦前からの研究をまとめたものである。全国の天守閣を調査分析した研究成果として、館に

物見台を載せた「望楼式」が古い形式で、後に塔のように屋根を積み重ねた「層塔式」が登場

するとした。松江城天守に関しては、慶長 16 年（1611）建設の五重の大規模天守で、入母屋

造の屋根を持つ二重の櫓の上に二重の望楼を載せた形と評価した。 

 

4-2 『重要文化財松江城天守修理報告書』（松江城修理事務所 昭和 30 年 3 月） 

昭和 25 年 6 月から昭和 30 年 3 月まで実施された保存修理工事の報告書である。江戸時代の

調査記録（竹内右兵衛書付）、文久年間の天守絵図や古写真に基づき各階窓周りの復旧整備、

五階天井の撤去など軽微な現状変更が行われた。また、解体工事中に、包板から江戸時代中期

の多数の墨書を確認した。天守地階からは鎮物（石塊、木札、鉾）を発見した。 

 

4-3 修理完了後の建築史研究  

城戸久は、松江城天守の構造形式を解説した（「松江城天守」『仏教芸術』60 号 毎日新

聞社 昭和 41 年）。そのなかで、保存修理前に松江城天守を調査した際、天守四階に納めら

れていた祈祷札 2 枚（慶長 16 年の記のあるもの）が存在していたことを発表した。しかし、

その祈祷札が修理工事報告書で触れられていないことを疑問視した。 

平井聖は、従来の研究の成果を概説するとともに、天守の構造にも触れ、松江城天守など望

楼式の発展型では内部柱に通し柱を使う傾向を指摘した（『日本建築史基礎資料集成 城郭

Ⅰ』中央公論美術出版 昭和 53 年）。 

西和夫は、松江城天守を詳細に解説し、竣工年代については「雲陽大数録」の慶長 16 年を

妥当とした（『日本建築史基礎資料集成 城郭Ⅰ』中央公論美術出版 昭和 53 年）。 

内藤昌は、主要構造材である柱の使い方に注目して天守の発展型を論じた（『復元日本大観

Ⅰ 城と館』世界文化社 昭和 63 年）。初期の天守が２層毎に柱の上に梁を掛け積み重ねる

形式（井楼式）から、通柱を各階毎に相互に建てる形式（互入式）に発展するとし、松江城天

守は慶長 17 年（1612）完成の名古屋城天守（戦災焼失）と共に互入式の完成型と評価した。 

 

4-4 松江市による学術調査研究  

平成 22 年 5 月、松江城調査研究委員会（西和夫委員長）が結成された。建築史（城郭建築、

日本建築）だけでなく、歴史（松江城築城及び天守修理関係の文献調査、特に地震、風水害）、

保存行政等の関係者で構成された。調査研究委員会は随時開催され、調査内容の確認と調査成

果の報告および議論が行われ、市民等への報告会も開催された。 

・『松江城天守学術調査報告書』（松江市 2013 年） 

・『重要文化財 松江城天守保存活用計画』（松江市 2014 年） 

・『松江城調査研究集録１』（松江市 2013 年） 

・『松江城調査研究集録２』（松江市 2015 年） 

・西和夫『松江城再発見』（松江市 2014 年） 

平成 24 年 5 月、市史編纂事業による古社寺調査の際、松江神社に保管されていた祈祷札 2

枚が再発見された。赤外線撮影等による文字判読調査の結果、慶長 16 年正月の祈祷札と判明

した。さらに国宝化推進室の平成 25 年 2 月の調査により、発見された棟札は地階と１階の通

大柱に穿たれた釘穴と完全一致すること、かつ柱の当たりや風食差等から松江城天守のものと

確定した。また、天守地下の塩蔵から、鎮物 3 件も再発見された。 

 建築的には、1、2 階は前身の富田城の部材を再利用し、3 階以上は築城時に新材を調達して

構築したことがほぼ断定できた。このことは、同時期に造られた彦根城と共通している。 

松江城天守建設にあたっては、天台、真言両派の祈祷を行ったことも判明した。真言で記さ

れた各階の祈祷札と発見された鎮物は、築城当時に行った建築儀式の証左であり、文化史的に

も数少ない事例であることが立証された。 
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・『松江城調査研究集録１』（松江市 2013 年） 

・『松江城調査研究集録２』（松江市 2015 年） 
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れた各階の祈祷札と発見された鎮物は、築城当時に行った建築儀式の証左であり、文化史的に

も数少ない事例であることが立証された。 
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５．国宝の天守へ 

 松江城は、松江市街の中心部、標高 29m の亀田山に築城された平山城である。東から南及び
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工事は同 30 年 3 月に完了し、現在に至っている。 

 天守は山頂に構えた本丸の北東端に位置し、自然石を主体とする天守台石垣上に南面して建

つ。外観は四重、内部五階、地下一階の形式で、二重目と四重目は東西棟の入母屋造、二重の

南と北には入母屋造破風の出窓をつけ、正面の南面には玄関となる一重一階の附櫓を設けて地

階への入口とし、屋根はすべて本瓦葺である。外壁は初重と二重が総下見板張、三重と四重及

び附櫓が下部下見板張に上部漆喰塗とし、二重上の出窓は漆喰塗、内壁はすべて真壁造とする。

各重の四面には突上板戸建の連子窓を配し、要所に鉄砲狭間や矢狭間をあけ、南と北の出窓中

央に花頭窓をつける。四重は四面とも板戸建込の窓で、横桟三筋の手摺を廻している。 

 平面は各階とも桁行に相当する東西方向に少し長く、一階と二階が同規模、三階と四階も同

規模であるが隅の出入りで四階を逓減させる。一階と二階は四周を幅二間の武者走りとし、四

階の一部を除いて各階とも間仕切りがないが、柱列と内法貫で区画される。五階は四周を幅半

間の入側とし、内部は内法小壁で東西二室に分ける。一階から五階は板敷、根太天井であるが、

五階は四周を化粧屋根裏とするのみで天井を設けず梁組を現している。地階はほぼ正方形の平

面で、ほぼ中央の石積塩貯蔵場は平瓦敷の土間床とし、ほかは板敷である。附櫓は不整形な四

角形平面で、石垣南面の中央西寄りに鉄板張扉の入口を構え、階段を経て地階に登る。 

  
 松江城天守                    立面図 
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 軸部は太い柱と梁を組み、貫で堅牢に固め、長さ二階分の通し柱を多用している。柱配置は

逓減のない階同士を整然と揃えているが、逓減するところでは通し柱を除いて、上下階の柱位

置を揃えていない。こうした点は、上に向けて逓減する天守の形態を、二階分の通し柱で達成

しようとした構造技法の特色といえる。また、柱寸法は一階から二階が 9 寸から 1.5 尺角と太

く、三階四階が 9 寸から 1 尺角、五階は 7 寸角であり、上層の方を細くしている。一階から四

階の柱のうち、130 本は 1 面から 4 面に包板を釘、鎹、帯鉄で取り付けている。この包板は 2

寸から 2.5 寸と厚く、軸部強化の役割も期待していたと思われる。 

 部材の番付は地階から二階が彫込番付、三階から五階が墨書番付というように、大きく二群

に分かれることが判明した。また当初部材を精査すると、一階二階には多数の古材が用いられ

ており、また二階以下は面皮や曲りがある丸太の形状が多く、三階以上では製材された角材を

多く用いているなど、用材や加工に番付と同じような差異が認められる。二階以下の部材には、

堀尾氏の家紋である分銅紋に富の字が刻印された部材が含まれており、これらは堀尾氏が最初

に居城とした富田城の部材と推定される。これらにより、地階から二階には富田城の部材が多

く用いられ、そこに新たに三階以上の部材が加えられたと推定される。 

 松江城天守は、中国地方に唯一残る荘重雄大な四重五階の天守であって、近年に再発見され

た祈祷札から慶長 16 年の完成が明らかとなり、通し柱による構法や金物を多用した包板の技

法などにみられる特徴とともに、近世城郭最盛期を代表する遺構として極めて高い価値がある。 

 また、当初の部材に転用を示す痕跡を残しており、高層化による象徴性を達成した松江城天

守は、防御性を重視した中世の山城から近世都市の基軸となる城郭へと進展してきた我が国の

城郭文化の様態をあらわすものとして、深い文化史的意義が認められる。 

 なお、慶長 16 年の祈祷札 2 枚、鎮宅祈祷札 4 枚、鎮物 3 点は附指定である。 

 

  
 内部（１階）                  刻印のある当初部材  

 

＜付記＞ 

 こうしてみると、文化財の保存に重要なことは、やはりそれぞれの価値評価を明確にするた

めの学術調査であって、何も建造物だけが特別なわけではない。松江市が近年、多様な専門家

を集め、多角的な面から、松江城天守を究明しようとした試みが、国宝の指定に結実したとい

え、国宝保存法時代の評価とは格段に精度の上がった評価となっている。 

 そういう意味では、松江城天守の学術調査はひとつの区切りをみたわけであるが、学術研究

には終わりがあるわけではない。今後とも、松江市には学術調査の継続を期待したい。  
 松江城天守が国宝に指定されたことで、例えば福井県の丸岡城、高知県の高知城など、重要

文化財の城郭建築を有する自治体等でも、再評価に向けた学術研究の取り組みを進めている。

松江市にはそうした動向の先駆者としての自覚を持って、市民や関係者とともに松江城天守の

保存を進めてもらいたいと思っている。  
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